
 

No.20 で作成したような、アクションタグ @CALCTEXT などを使用したフィールドは、セカンダリー

ユニークフィールドとして、指定することは出来ません。 

これは、言い換えると、No.20 の例でいえば、「症例登録番号」の重複チェックができない、という事を

意味します。これを解決する方法は、JREC で紹介された方法があります。長崎大学の矢野先生のアイデ

ィアです。                

ざっくり言えば、重複チェックしたいフィールドについて、クオリティチェックルールで、対象の列（フ

ィールド）のユニークな値の数と、列の値の総数を比べます。これが同じであれば、重複はなし、列の値

の方が、ユニークな値の総数より、多ければ重複があるという考え方です。 

 

具体的には、以下のようになります。 

ここでは、対象のフィールドの変数名を、「text1」とします。 

([aggregate-unique:text1]<[aggregate-count:text1]) and ([text1]!='') 

注）[text1]!=’’ の条件（ text1 を空欄以外で保存した時）がないと、うまくメッセージが表示されませ

ん。 

クオリティチェックの「リアルタイム実行」にチェックをつけておくと、フォームでの入力、保存時にチ

ェックが行われ、エラーメッセージが表示されます。 

また、DAG を使用している場合は、DAG 名を「user-dag-name」とすると、以下のように記述すること

ができます。 

([aggregate-unique:text1:user-dag-name]<[aggregate-count:text1:user-dag-name]) and ([text1]!='') 

 

【設定法】 

左側のメニューから、クオリティチェックを選択します 

 

 

 

ルール名を入力後 

ここをクリック 



 

 

ロジックエディタが起動されるので、以下のように処理を記述します。 

対象のフィールドは、症例登録番号で、変数名は、reg_id です。 

 

 

「データ入力….リアルタイムに実行」にチェックをつけて、追加ボタンで保存します 

これにより、フォームに入力後、保存した時点で、クオリティチェックが実行されます 

 
 

再度編集する場合は、ロジック部分をクリックします。削除する場合は、X をクリックします。 

チェックボタンをクリックすると、現在までのデータについて、クオリティチェックが実行され、結果が



表示されます。 

 

 

フォーム画面から、既に入力されたのと同じ番号を入力し、保存すると、エラーメッセージが表示されま

す 

 

 

 


